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会社概要

神奈川県川崎市中原区上小田中4-1-1

本店

創立

1935年

代表取締役社長 CEO

時田隆仁

事業概要

サービスソリューション
ハードウェアソリューション
ユビキタスソリューション
デバイスソリューション

124,000 人

従業員*

研究開発費**

1,233億円
売上収益比3.3%

売上収益**

3兆7,560億円

営業利益**

2,836億円

上場証券取引所

東京 (コード 6702) 
名古屋（注）* 2024年3月末現在

（注）** 2023年度連結概要（2024年3月31日終了会計年度）

2024/7/25 CoEJP
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富士通の歴史

1935 コンピュータの登場が科学技術の進歩を

加速。産業の生産性が飛躍的に向上。
1950s to 1990s 2020s

89年のイノベーション

通信機器製造会社として

誕生。

日本の通信網整備に

重要な役割を果たす。

爆発的に普及したインターネット

はライフスタイルやビジネス

モデルに変化をもたらす。

富士通は時代に対応したさまざま

な製品・サービスを提供。

富士通初のコンピュータ開発

に成功。

様々な分野でお客様とともに

先進的なシステム開発に挑戦。

持続可能な発展への貢献

2030年のビジョン達成に向け、Fujitsu 

Uvanceを中心とした

成長領域にリソースを集中することで、

お客様の経営課題と社会課題の解決を

目指します。

通信機器製造 通信と電子 コンピュータ開発 総合ICT サステナビリティ

2024/6/17 CoEJP
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量子コンピュータ

スーパーコンピュータ
「富岳」
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本店 Fujitsu Technology Park
（神奈川県川崎市中原区）

© 2025 Fujitsu Limited
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Fujitsu Uvance Kawasaki Tower
（神奈川県川崎市幸区）
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Work Life Shift
固定的なオフィスに出勤する従来の通勤の概念を変え、多様な人材が高い自律性と相互の信頼に基づき、

場所や時間にとらわれず、お客様への提供価値の創造による社会の変革に継続的に取り組むことができる

働き方を実現するため、人事制度とオフィス環境整備、組織カルチャー変革の面から、様々な施策を 推進

しています。

Smart Working
最適な働き方の実現

Borderless Office
オフィスのあり方の見直し

Culture Change
社内カルチャーの変革

2020年7月発表

© 2025 Fujitsu Limited
13



Please replace the photo and 
use this template.

Ⅱ.富士通の健康経営

富士通株式会社 企業情報 サステナビリティ ウエルビーイング Health Wellbeing
https://www.fujitsu.com/jp/about/csr/health/

2024年9月に川崎市へ移転
汐留シティーセンター
（東京都港区東新橋）

© 2025 Fujitsu Limited14



「健康経営・健康投資」とは

◼ 健康経営とは、従業員の健康保持・増進の取組が、将来的に収益性等を高める投資であるとの考えの下、
健康管理を経営的視点から考え、戦略的に実践すること。

◼ 健康投資とは、健康経営の考え方に基づいた具体的な取組。
◼ 企業が経営理念に基づき、従業員の健康保持・増進に取り組むことは、従業員の活力向上や生産性の向上

等の組織の活性化をもたらし、結果的に業績向上や組織としての価値向上へ繋がることが期待される。

出典：2024年3月,経済産業省,健康経営の推進について © 2025 Fujitsu Limited15



企業における健康問題（組織構造）

従業員の健康管理

伝統的な取組み（安全衛生法）
１次予防（悪化防止）
２次予防（早期発見）
３次予防（再発防止）

健康管理・人事担当

職場環境・働き方

ワーク・ライフ・バランス
長時間残業
長期雇用
職場風土

現場・経営戦略

+

企業全体・経営戦略としての取組みが必要

健 康 経 営

2017.11.1 電機保健産業研究会 慶応義塾大学 山本勲教授 講演 一部修正
© 2025 Fujitsu Limited16



企業における健康経営の意義

2017.11.1 電機保健産業研究会 慶応義塾大学 山本勲教授 講演 一部修正

◼ 職務遂行能力と健康

インプット アウトプット

労働
（人的資本）

資産 付加価値
生産性

◼ 人的資源（労働）重要性

人的資本 ≒（職務遂行能力）=（職務スキル）×（健康）

教育・訓練 健康経営

企
業
活
動

雇用の流動性が低く、かつ高齢化を背景に、限られた労働力を活用しなければならない、
日本の企業にとって、従業員の健康は経営戦略として取り組むべき課題である

© 2025 Fujitsu Limited17



健康経営のゴール ３つのSustainability

組織の存
続・発展

健全な
労働力

活力ある
組織

企業のSustainability

充実した
職業人生

健康
維持

キャリア
形成

従業員のSustainability

社会の安
定・発展

健康な
国民

活力ある
社会

社会のSustainability

© 2025 Fujitsu Limited18



富士通グループ健康宣言

《取り組み方針》

１．これまで取り組んできた健康の保持・増進活動をさらに強化するとともに、
社員一人ひとりの自律した健康管理を積極的に支援します。

２．「働き方改革」「ダイバーシティ推進」の取り組みと連携させて、社員と
家族の健康の保持・増進、ワーク・ライフ・バランスの実現、生産性の
向上、多様な社員が活躍できる職場づくりなどを総合的に推進します。

３．健康経営に資するICTの提供を通じて、社員、お客様、および社会全体
の健康づくりや生産性の向上に貢献します。

《重点施策》

１．生活習慣病・がん対策
２．メンタルヘルス対策
３．口腔・歯の健康対策  
４．ヘルスリテラシー・健康意識向上、生活習慣改善 
５.  職場環境整備

富士通グループは、イノベーションによって社会に信頼をもたらし、世界をより持続可能にしてい

くために、社員一人ひとりが心身ともに健康でいきいきと働くことができる環境づくりを目指します

2017.8.1 制定
2022.6.3 改定

© 2025 Fujitsu Limited19



自分事化の取り組み

すべての人が基礎
的な知識を習得

学んだことを
体感、自分事に感じ
られる機会を提供

eラーニング

セミナー

①学習

②体験

③実践

InBody

各自にあった
行動を実践

骨密度測定

ロコモ度テスト

ウォーキングイベント 食事

精密検査
治療

フィットネス

◼ 健康診断やイベント等で、ｅ-Learningで学習した事を体験することで、学習を強化

© 2025 Fujitsu Limited20



経営施策としてトップメッセージ、社外広報
◼ トップメッセージやセミナーでｅ-Learning受講の目的・必要性を伝え、動機づけを図る

◼ 社内外への広報活動により、従業員の関心を高める

トップメッセージ/セミナー

◼ トップメッセージ発信、セミ
ナー開催によりｅ-Learning
実施の必要性、目的を伝え、
受講への動機づけを図る

PRESS RELEASE

◼ PRESS RELEASEにより社会
に発信、同時に社内報へ掲載

◼ メディアに掲載を通じて、従
業員の関心を高める

© 2025 Fujitsu Limited21



Ⅲ.健康推進部門

© 2025 Fujitsu Limited22



健康経営のあゆみ

2017.8.1
健康宣言制定

健康経営

2017（初回）
健康経営優良法人
(ﾎﾜｲﾄ500）認定

2017
常勤精神科産業医配置

2019
全社健康教育(e-learning)開始

2022.3

IHS-GPAC

世界の頭痛対策リーダー

企業に認定

2016
ストレスチェック
法制化対応

2021
新健康情報システム(LHA)稼働

2018
みんなで歩活
みんなで禁煙
チャレンジ開始

2024

歯科健診対象者拡大

(+45,50,55,60)

2023
富士通クリニック予防型歯科転換
婦人科健診 内規項目化
各種健康管理内規改訂2014

健康経営度
調査回答開始

2024.3（8年連続）
健康経営優良法人
(ﾎﾜｲﾄ500）認定

2021
健康経営銘柄初選定

2019年度「がん予防」 2020年度「頭痛対策」 2022年度「腰痛対策」 2023年度「予防歯科」

2000.3

がん対策推進企業アクション

令和元年度がん対策推進

パートナー賞

2024.3

「女性からだ会議®大賞」

インパクト賞

2022.12

スポーツ庁

体力つくり国民会議議長賞

1944
診療所開設

1963
富士通川崎病院建設

1971
成人病健診(40歳以上)
開始（胃がん検診）

1976
健康管理センター建設

1993
富士通川崎病院建替・健診センター拡張

1964
健診データ入力開始

1976
健診システム稼働

1986
健康管理システム稼働

1989
便潜血検査導入
(大腸がん検診）

1986
婦人科健診（乳がん・
子宮頸がん）開始
(半額補助)

1951
富士通信機病院開設

1995
成人病健診に35歳追加
歯科健診開始
(35,40以上奇数年齢)

↓
(1999年 35,40歳に縮小）

1966

非常勤精神科産業医配置

精神衛生教育開始 1973
常勤カウンセラー配置

1968
非常勤カウンセラー配置

1996
多項目健診導入(36~39歳）

1999歯科健診

対象者縮小(35,40)

1971
健康管理部門分離

メンタルヘルス

2009
健康年推進本部設立

2001
長残健診システム稼働

2004
ｅ診断(ストレスチェック)開始

2008
職場づくり支援
スタッフ任命

2006
階層別教育
メンタルヘルス研修必須化

2007
幹部社員職場マネジメント研修開始
男性50歳以上PSA開始

2005
職場復帰プロセス･
関連規定見直し

2010
富士通病院病棟廃止
富士通ｸﾘﾆｯｸに改称
(CT,MRI導入）
脳・肺ドック開始

2012婦人科健診
(全額補助)

2013歯科健診

対象者拡大

(25,30,35,40)

早期発見・早期治療結核管理

2021

富士通全事業所

健康管理機能集約

2022

グループ会社

健康管理機能集約

2016

富士通関西・工場

健康管理機能集約

2020
便潜血検査2回法統一
生活習慣病健診ﾋﾟﾛﾘ菌
抗体検査導入

2023
川崎健診センター
骨密度・体組成検査導入2019

全社オンライン
健康セミナー開始
(がん・女性・食育・予防歯科･･)

2021
健康通信簿開始

2019
健康情報取扱規定制定
長時間残業者健診内規改訂

2015
重症化予防
事業開始

2000.10

女性からだ会議大賞

2020 優秀賞

2024

30歳時健診全員事後面談

ｾﾙﾌAI支援サービス試行

© 2025 Fujitsu Limited23



健康経営体制 組織と担当者数

Employee Success本部

Employee Relation統括部 7名 （健康経営・安全衛生の企画）

ＨＲサービスデリバリーＣ

サービスデリバリー部 51名 （人事サービス・安全衛生活動）

健康推進本部 4名

事業推進部 21名 （事務職）

健康事業推進統括部 97名 （産業医）

健康支援室 129名 （産業看護職）

メンタルヘルス支援室 8名 （精神科産業医・心理職）

川崎健康診断センター 67名 （健康診断スタッフ）

富士通クリニック 81名 （診療スタッフ）

富士通健康保険組合

健康推進部門 診療部門

常勤 非常勤 合計 常勤 非常勤 合計

産業医 16 83 99 0 0 0

その他の医師 0 43 43 4 31 35

保健師 89 21 110 0 0 0

看護師 16 13 29 11 1 12

心理職 7 0 7 0 0 0

その他の医療職 0 0 0 15 8 23

事務職 33 5 38 9 2 11

合計 161 163 326 39 42 81

社長 経営会議

● 常勤産業医 ＋常勤看護職配置

◎ 非常勤産業医＋常勤看護職配置

〇 非常勤産業医＋非常勤看護職配置

● 遠隔・出張対応エリア

＜健康管理センター＞川崎市中原区

産業医には精神科産業医10名(常2,非8)含む

© 2025 Fujitsu Limited24



約350人の専門家集団

© 2025 Fujitsu Limited25



特徴

◼ 産業保健分野の社員の専門家集団
産業医や保健師、心理士といった産業保健分野の専門家約350人が社員として
在籍。産業保健・衛生に関する知見はもとより、富士通グループの事業や業務内
容にも精通した専門家が、健康面をサポート。

◼ データドリブンな健康経営
健康診断やストレスチェック、病気による休業やがんの発生状況といった社員
の健康に関するあらゆる膨大なデータを保有し、それらの分析結果に基づく健
康管理施策を実施。

◼外部連携
第一線で活躍中の先生や、各種機関と連携できるということも、富士通の健康
推進体制の強み。

© 2025 Fujitsu Limited26
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◼ 生活習慣病・がん対策
◼ メンタルヘルス対策
◼ 口腔と歯の健康施策
◼ ヘルスリテラシー向上・

生活習慣改善
◼ 職場環境整備

Ⅳ.健康経営施策紹介

27



〈生活習慣病対策〉健康情報ｼｽﾃﾑ F@mily

◼健康診断結果、経年変化を自分自身で、PCやスマートフォンからいつでも参照できるシステ

ムを提供。

◼健診診断結果の正しい理解を図る情報を提供するとともに、将来の健康リスク等のシミレー

ション機能を提供し、健康意識の向上を図るとともに、精密検査や医療機関受診の勧奨。

© 2025 Fujitsu Limited
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〈がん対策〉がん検診の推進

検査・健診 対象者 実施形態 費用負担

胸部エックス線検査 全員 必須 定期健診項目 会社

胃部エックス線検査 35,40歳以上 必須 生活習慣病健診項目 会社・健保 折半

便潜血検査 35,40歳以上 必須 生活習慣病健診項目 会社・健保 折半

ＰＳＡ 50歳以上男性 希望制 生活習慣病健診追加項目 健保

肺ドック（胸部CT） 40歳以上 希望制 任意健診 健保費用補助（５年毎 上限 12,000円）

婦人科健診 女性全員 希望制 任意検診 健保費用補助（毎年 上限 13,000円）

健診体系図

会社健診 任意健診

定期健診
特定健診(40歳以上）
・身長/体重／BMI/腹囲*
・血圧
・心電図**
・GOT/GPT/Γ-GTP
・空腹時血糖/HBA1c*
・ｸﾚｱﾁﾆﾝ*
・尿蛋白/尿糖
・問診/診察

・視力/聴力
・胸部エックス線検査
・尿酸値
・総コレステロール
・赤血球数/血色素量/ﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ値
・血小板数

*特定健診対象者のみ実施
**30歳,35歳,40歳以上必須

その他は医師の判断

生活習慣病健診（30歳,35歳,40歳以上）

・胃部エックス線検査
・総蛋白
・ビリルビン
・尿沈渣
・便潜血

・PSA
(50歳以上男性 希望者）

肺ドック(40歳以上希望者)
・胸部CT検査

脳ドック(30歳以上希望者)
・ＭＲＩ/ＭＲＡ

婦人科健診(女性全員)
・乳がん検診

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰ/乳腺ｴｺｰ
・子宮頸がん検診

子宮頚部細胞診

従
業
員

配
偶
者

© 2025 Fujitsu Limited
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99年度 00年度 01年度 02年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

患者調査 精神疾患罹患率(20-64歳）

〈メンタルヘルス対策〉施策の変遷

2001
長残健診ｼｼﾃﾑ稼働

2004
ｅ診断(ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ)開始

2008
職場づくり支援スタッフ任命
全社員ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙe-learning実施

2006
階層別教育ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ研修必須化
全社員ｾﾙﾌｹｱe-learning実施

2007
幹部社員職場ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修開始

2005
職場復帰ﾌﾟﾛｾｽ･
関連規定見直し

2019
統合意識調査開始
(ｽﾄﾚｽﾁｯｸ・ES統合)

2017
常勤精神科産業医配置

長時間労働の削減（36協定上限）

2008

900H⇒840H

2010

⇒780H

2012

⇒720H

2015 年休連続取得9日間

2017 働き方改革(ﾃﾚﾜｰｸ導入)
2020 Work Life Shift

労
務
管
理

健
康
管
理
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〈メンタル施策〉職場づくり支援スタッフ１

１．セルフケア

「労働者」

２．ラインケア

「管理監督者」

３．事業所内産業
保健スタッフによるケア

「産業医」「保健師」
「心理職」「人 事」

４．事業所外資源
によるケア

「事業所外の機関・専門家」

「職場づくり支援スタッフ」
ラインケアのサポートと関連部門の連携支援
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〈メンタル施策〉職場づくり支援スタッフ２
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〈口腔と歯の健康〉予防歯科

◼ 歯科検診
25、30、35、40、45、50、55、60歳の方を対象に、歯牙（う蝕・破折）のチェック、歯周ポ
ケット測定、ブラッシング指導等を行い、若年層のうちから口腔・歯の健康に関心を持って
もらうとともに、早期治療、予防を推進しています。

◼ 予防歯科セミナー
JOF（注１）と連携して、予防歯科セミナー「令和時代の予防歯科」
を開催し、むし歯（う蝕）・歯周病の病因論、歯科受診の方法、セル
フケアの方法など、KEEP28（注２）を目指した知識普及を行ってい
ます

口腔・歯の健康は、全身の健康の保持増進に重要な役割を果たすとともに、生涯を通じたQOL
（=Quality of life）に大きく影響することから、「口腔と歯の健康」を2022年から健康経営の重
点施策に設定し、口腔および歯の健康づくりについて、歯科検診、予防歯科セミナー等の施策
を行っています。

（注１）社団法人JOF@KEEP28 日本オーラルフィジシャンフォーラム
（注２）「KEEP28」とは、歯が生えそろってから一生を終えるまで一本も歯を失わないこと、現在の年齢から歯を失うことなく生涯自分の歯で生
活すること、このことを目的とした予防歯科の社会的な取り組みです
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富士通クリニック歯科部を予防型へリニューアル
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全社ｅ-Learningを核にした健康施策

実施年度 テーマ 監修・協力 受講者数

2019年度 がん予防と両立支援 東京大学 中川 恵一 先生
65,578名

（92.4％）

2020年度
頭痛の正しい知識と対処法

【FUJITSU 頭痛プロジクト】
埼玉国際頭痛センター 坂井 文彦 先生

Mayo Clinic,USA  David Dodick.M.D.

73,432名
（90.5％）

2022年度
腰痛から学ぶ、身体活動と足腰の健康

【骨の健康増進プロジェクト】
東京慈恵会医科大学 斎藤 充 先生

64,650名
（92.7％）

2023年度
歯と口からはじめる健康づくり

【予防歯科プロジェクト】
University of Gothenburg

Dr. Dowen Birkhed

62,817名

(92.3%)

◼ 2019年度より富士通グループ全従業員に、年１回ｅ-Learningによる健康教育を実施
◼ 必修教育ではないが、毎年90%以上の受講率を維持
◼ ｅ-Learningによる教育だけでは終わるのではなく、総合的な健康経営施策として実施
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ｅ-Learning「がん予防と両立支援」

◼ 監 修 東京大学医学部付属病院放射線治療部門長
    中川 恵一

ｅ-Learning 教材の社外提供（社会貢献）

◼ ｅ-Learningの教材をがん対策推進企業アクションに提供、
がん対策推進企業アクションのパートナー企業になれば、
ｅ-Learningを無料で受講できる
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ｅ-Learning「頭痛の正しい知識と対処法」

◼ 監 修 埼玉国際頭痛センター長 坂井文彦
富士通クリニック 五十嵐久佳
Mayo Clinic, USA David Dodick

FUJITSU頭痛プロジェクトｅ-Learning

◼ ｅ-Learningに引き続き、頭痛セミナー、頭痛相談、専門
医への紹介、頭痛教室、体操教室などのプログラムを実施
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頭痛対策の世界的リーダー企業に認定される
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現在も啓発に取り組む 頭痛の日

２月２２日頭痛の日に富士通クリニックを中心にスタッフ全員が頭痛に悩む患者さんが声掛け
しやすいようグリーンリボンを身に着け、頭痛持ちの方が相談しやすい環境をつくる。

スタッフ全員でリボン装着 広報媒体への掲載
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ｅ-Learning「腰痛から学ぶ、身体活動と足腰の健康」

◼ 監 修 東京慈恵会医科大学整形外科学講座
 主任教授 斎藤 充

骨の健康増進プロジェクトｅ-Learning

◼ 斎藤充先生の特別セミナーや骨密度測定を展開
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ｅ-Learning「歯と口からはじめる健康づくり」

◼ 監 修 富士通クリニック歯科部

◼ 協 力 University of Gothenburg
              Dr. Dowen Birkhed

予防歯科プロジェクトｅ-Learning

◼ 体験： 歯科健診 2024年度から費用補助対象者拡大
 25/30/35/40歳→45/50/55/60歳を追加

◼ 実践： Fujitsu Technology Park（川崎）の歯科を予防
 歯科型クリニックに転換
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〈生活習慣改善〉健康イベント

◼ 健康行動へのきっかけ作りとして、
「KenCoM」のウォーキングイベント
「みんなで歩活（あるかつ）」（年2回）
を活用し、富士通グループ全社ウォーキ
ングイベントを開催

みんなで禁煙チャレンジみんなで歩活（あるかつ）

◼ 「富士通グループは禁煙を推
進する」ことを明確に示し、
喫煙者・非喫煙者を含めたグ
ループ全社員の喫煙への関心
を高めるため、チームで禁煙
にチャレンジする。

7,328

15,589

19,463

25,018
22,463

24,863

29,58929,58930,32230,85231,92831,813 

7.0%

15.2%

19.3%

25.1%
22.8%

25.0%

30.4%30.4%
32.7%33.5%34.7%
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0.0%
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0
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歩活参加者数推移

参加者数 参加率

430

679
872

937
998

300

501
642

692 731

0

200

400

600

800

1000

1200

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

禁煙チャレンジ推移（累積）

参加者 禁煙成功者

冒険の書のアプリを使用し、ゲーム
感覚で１日１日ミッションをクリア
し駒を進めて３０日間の禁煙を目指
す。
冒険者（チャレンジャー）と仲間
（サポーター）でパーテ（チーム）
を組んでも、冒険者（チャレン
ジャー）だけでパーティ（チーム）
を組むなど編成は自由。各パーティ
（チーム）には禁煙アドバイザーが
入りますので１人参加の方も安心。

◼ 新・禁煙チレンジ～禁煙への冒険の旅

© 2025 Fujitsu Limited
42



＜職場環境整備＞健康通信簿 組織の健康状態の見える化

◼ 組織毎の健康状態（健康診
断結果、ストレスチェック、
生活習慣、健康づくり活動
参加、医療費などデータ）
を見える化

◼ 人事、産業保健スタッフ
（産業医・保健師など）か
ら組織長にフィードバック
を行い、組織における健康
についても課題を共有する。

◼ ストレスチェック集団分析
結果のフィードバックの同
時に実施
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